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臥竜山ウォークラリー
・目的

臥竜山の文化・自然に親しみながら、考え、感じ取
る力を育てる機会とし、自然や文化財の大切さを学
ぶ

・内容

地図を頼りに、出題された問題を解いて正答数と
ゴールまでの所要時間で順位を競う





ボランティアを通して感じたこと

・年代問わず参加できるイベント

・グループ内のコミュニケーションの高まり

・自分の目で見ることの大切さ



イベントの効果

市民参加型のイベントにより

→実際に自分たちの町に触れる

→町の再発見

→愛着が湧く

→文化を伝える・町の活性化



わくわく！はにわクラフト



目的

自ら「はにわ」を作ることにより、

須坂市の古墳やはにわについて市民の方

に知っていただき、須坂の文化資源をより

身近に感じていただく



参加人数
応募人数：20名

来場者数：33名

参加者数：大人4名

子ども20名

計24名







課題点

なぜ、はにわなのか説明ができなかった

会場入り口に入りづらかった

子ども→アピール不足

大人→リサーチ不足



まとめ

限られた時間の中で、協力できた

運営側で参加

新しい視点

人々のつながり


